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はじめに

富山平野は、古くから生活の場として利用され、多

くの遺跡が点在する。富山平野は中央部にある呉羽丘

陵で大きく 2つの平野に分けられ、このうち東側が富

山平野（狭義）、西側のうち庄川、小矢部川の下流域

が射水平野、中流域が砺波平野と呼ばれている。この

うち、射水平野は、縄文海進時に内湾であった場所が

潟化した地域であるため、植物化石の保存が良い泥炭

層が各地で発達し、古環境復元に関する多くの分析が

行われている。一方砺波平野や富山平野（狭義）は、

緩やかな傾斜を持った扇状地であるため泥炭層の発達

が悪く、成果は少ない。このため今回は、射水平野を

中心とした古環境変遷についてまとめることにする。

射水平野ならびにその周辺には多くの遺跡が点在す

るが、これらの形成には過去の古環境（特に地形）変

遷が大きく関わっている。この中でも射水平野内の遺

跡は、河川の氾濫に伴う自然堤防や、海岸線の移動に

伴って作られた砂堤列などの微高地を中心に立地す

る。これら微高地の発達には、縄文海進を中心とする

海水準変動が深く関わっているが、このような地形変

遷に伴って生活の場を移動させていたことが伺われ

る。

射水平野内をはじめとする低湿地遺跡では、河道

内、遺構覆土、後背湿地などに泥炭層などの水成層が

堆積するが、その中には当時周辺に生育していた植物

の遺体が取り込まれていることが多い。さらに、植物

質食料や栽培植物、植物を利用した生活資材などが、

投棄されたり、流入する場合もある。したがって、こ

れらの堆積物を分析することによって、当時の古植生

や植物利用等に関する情報を得ることが可能となる。

一方微高地上や後背の丘陵地では、好気的状況にお

かれているため、有機物の分解が進み、植物遺体は残

りにくい。ただし、燃料材として使われた木材や、失

火によって炭化した住居構築材や貯蔵種実などが残存

している場合があり、当時の植物利用を知る上で有効

な資料となる。しかしながら、残存するのは、炭化し

ても残りやすい種類に限定されるため、偏った種類構

成になりやすいことを考慮する必要がある。

射水平野およびその周辺では、当時の古植生と植物

利用を解明することを目的とし、多くの分析調査が実

－研究報告－

射水平野周辺の古環境変遷

田 中　義 文1）・千 葉　博 俊2）

要　旨

射水平野と、平野を取り囲む扇状地、丘陵地、低地で得られた古環境変遷に関して、既存の結果をもとにまとめ

た。分析の結果、射水平野の縁辺部は、縄文時代前期～古代にかけて、ナラ類やクリなどの落葉樹林を中心に、カ

シ類など常緑樹が混じる豊富な樹種構成であったと考えられる。しかし、現在の気候から見た自然植生は、カシ類

等の常緑広葉樹林と考えられており、これとは異なる植生景観である。小泉遺跡等では花粉分析の結果からクリを

維持・管理したことが推定されていることから、射水平野縁辺部の森林は、有用植物の維持・管理、木材や粗朶の

収奪など人為的な干渉を受けていたと考えられる。射水平野周辺で常緑樹林が発達しなかったのは、人為的な植生

干渉による可能性があるが、過去の気候変動や地形変遷などの影響により極相林に至らなかったとも解釈できるた

め、断定はできない。中世以降になると、人為的干渉の程度が増し、マツの二次林が増加する。

低地部は、縄文時代前期にあたる海進最盛期においては、ほぼ全域が海域であったが、その後海退に伴い潟湖と

なると、砂堤などの微高地を中心に遺跡が立地する。潟湖内の沼沢域にはハンノキ湿地林や水生植物からなる草地

が形成され、微高地上には、ナラ類、エノキ属、クルミ属、カエデ属など湿ったところを好む樹木が生育していた

と思われる。また、庄川や常願寺川といった扇状地には、湧水地を中心にスギなどの低地林が生育していたと思わ

れる。弥生時代以降になると、イネ科を中心とする草本類が増加し、イネ・ソバをはじめとする栽培植物が検出さ

れるようになる。これは、低地林が切り開かれて耕地化が進んだことに起因するが、中世以降、この傾向はさらに

顕著となる。

1）調査研究部分析センター考古学研究グループ　 2）研究センター考古学研究室
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施されてきた。この中には当社が関わったものも多

く、古植生に関する情報が蓄積されつつある。これら

の結果を概観すると、低湿地堆積物が連続して検出さ

れている場所はなく、河道や遺構など短期間で形成・

埋没した試料に関して行った調査が多い。このため、

連続した変遷をとらえるためには、これまでの成果を

時間に沿って並べる必要がある。一方、同一時期にお

いて、立地環境による植生の差異を検討するために

は、同一時期の結果を地域的な広がりのなかで検討す

る必要がある。今回は、これまで当社が行ってきた分

析成果を中心に、現段階で知られている他の結果も考

慮しながら、縄文時代以降における射水平野ならびに

その周辺域の古植生変遷について検討していきたい。

1 ．周辺の地形と地質

射水平野の形成史は、藤井（1992，2000）に詳しい

ことから、これらを参考に、地形変遷について述べ

る。また年代観については、10年以上前に測定された

年代値も参照するが、これらは、同位体補正を行って

いなかったり、暦年較正値を求めていない場合がほと

んどである。そのため、基本的には暦年較正を行わな

い年代値で表すこととし、暦年較正に基づく時代観に

対しては、明記した上で、必要に応じて用いることに

する。

射水平野は、縄文海進の最盛期（約6,500年前）に

は、現在の射水平野全体が内湾であったとされる。縄

文時代前期にあたる呉羽丘陵・射水丘陵と内湾との境

には遺跡が点在し、当時の生活の痕跡が認められてい

る。射水丘陵との境に立地する蜆ヶ森貝塚や小竹貝塚

では、淡水～汽水域の貝が多く（海生の貝類も若干含

む）、これらの貝類の年代測定結果は、約5,000年前を

示す。このことから、当時の遺跡付近（丘陵との境界

にあたる）では、砂州が発達して一部が閉塞され、河

川水と海水が混じり合う汽水域が存在していたことが

伺われる。

その後海退に転ずると、海岸線の後退に伴って砂堤

列が沖合に向かって徐々に形成される。一方丘陵地か

らは、河川による土砂が低地に供給され埋積が進行す

るとともに、低地内に河道や自然堤防といった地形が

形成される。砂堤や自然堤防で閉塞された場所には潟

が形成され、泥炭地が発達する。また低地内の自然堤

防や砂堤などの微高地には遺跡が点在し、人間活動の

痕跡が確認される。後述する射水市（旧小杉町）の針

原西遺跡（パリノ・サーヴェイ株式会社，2004a）や

HS－04遺跡（パリノ・サーヴェイ株式会社，1999a）

等は、この時期に形成された低地内の微高地に立地す

る。この時期の放生津潟は、現在の富山新港の位置か

ら内陸側に向かって大きく広がっていたとされる。

縄文時代末から弥生時代は「弥生の小海退」といわ

れる寒冷な時期で、現在よりも海岸線は沖合にあった

と考えられている。神通川河口付近の海底では、この

時期の埋没林が発見されている。これは、当時海岸近

くに生育していた樹木が、沖合に形成された砂丘等に

よって付近が泥炭地化したため枯死し、その後汀線が

現在の位置に戻ったため海底に没したものと考えられ

ている。

弥生時代以降、河川作用によりさらに埋積が進み、

潟は縮小したと考えられる。この際、旧神通川によっ

て河口付近に微高地が形成され、以降固定化されたこ

とから、微高地上に生活の痕跡が認められる（打出遺

跡など）。また、栽培植物の化石が散見されることか

ら、平野内の耕地化も進んできたと考えられる。潟

（放生津潟）は、土砂流入と耕地化に伴う干拓の影響

で縮小を続け、さらに昭和に入って富山新港建設の為

に掘削されたため、現在は潟の形状をとどめていな

い。

2 ．調査手法

対象地域において自然科学分析が実施された遺跡の

成果を、都道府県データーベース（埋蔵文化財研究

会，2001）などを参考に文献を収集し、これらの成果

を遺跡の立地別、時代別に整理する。調査対象は、射

水平野ならびにその周辺域の遺跡のうち、花粉分析、

種実同定等自然科学分析を行っている遺跡に関する情

報を集めた。庄川扇状地や射水丘陵～境野新扇状地上

の遺跡については、炭化材や炭化種実などの情報が主

になるため、多くの試料を集中的に行っている遺跡を

中心に情報を集めた。また、富山平野（狭義）は古環

境を目的とした調査例が少ないが、富山平野西部で行

われた成果を中心に情報を整理し、射水平野との比較

を行う。図 1には、調査対象のうち、花粉分析など古

植生に関する成果が得られた遺跡の位置を中心に掲載

する。



図 1　遺跡位置図
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3 ．自然科学分析資料の状況

射水平野周辺の古植生復元を目的とした調査のう

ち、主なものについてその位置を図 1、成果の概略を

図 2にまとめた。

射水平野中心部では、海岸側よりも内陸側の成果が

多いが、これは泥炭地が内陸を中心に発達しているこ

とに由来する。一方沿岸部や河川近くでは砂堤や自然

堤防など砂層が主であるため、古環境解析に適した試

料が得られにくい環境にある。平野西側では、小矢部

川が作る沖積低地の縁で分析が行われている。特に庄

川扇状地との境界付近には湧水等の発達より遺跡が点

在し、出土した木材や種実等に関する分析が多数行わ

れている（パリノ・サーヴェイ株式会社，2000a，

2002a；中村，2006a，2006b）。庄川扇状地においては、

泥層の発達が悪いので分析例は少ないが、南砺市（旧

福光町）の梅原胡摩堂遺跡では中世の遺構を対象にし

て花粉分析や種実同定などが行われている（パリノ・

サーヴェイ株式会社，1996）。

呉羽丘陵より東側にあたる神通川下流域（富山平野

にあたる）では、富山市の任海宮田遺跡（パリノ・

サーヴェイ株式会社，1997，1998a）、吉倉B遺跡（パ

リノ・サーヴェイ株式会社，2005a）等で花粉分析調

査が行われているが、いずれも保存状態が悪い。富山

市（旧婦中町）の中名Ⅴ遺跡等（パリノ・サーヴェイ

株式会社，2002b，2003a，2005b，2005c，2005d）では、

遺構から検出された種実・木材や、河道内の泥層で

行った花粉分析等の結果があるが、いずれも中世以降

である。神通川の河口付近にあたる打出遺跡（富山

市）では、古墳時代や中世以降の分析成果が得られて

いる（株式会社中部日本鉱業研究所，2006；株式会社

古環境研究所，2006；株式会社パレオ・ラボ，2006；

パリノ・サーヴェイ株式会社，2006）。

常願寺川扇状地は急勾配で、粗粒堆積物が海岸付近

にまで達しており、花粉分析等に適した試料は少ない

が、常願寺川河口付近にあたる富山市水橋荒町遺跡

（パリノ・サーヴェイ株式会社，2002c）、水橋金広遺

跡（パリノ・サーヴェイ株式会社，2001a, b）、湧水が

発達する扇端部に位置する舟橋村浦田遺跡（パリノ・

サーヴェイ株式会社，1998b，2000b）や上市町江上遺

跡（粉川・吉井，1984）で成果が得られている。

4 ．縄文海進最盛期以降の環境変遷

（1）縄文時代前期以前

縄文海進最盛期は、射水平野全体が内湾の環境であ

るため、遺跡の分布は標高の高い部分に限られる。小

泉遺跡（富山市）、南太閤山Ⅰ遺跡（射水市 旧小杉町）
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図 3　太閤山Ｉ遺跡 2地点の花粉化石群集（パリノ・サーヴェイ株式会社，1986を修正）
時代観は上下の層位的関係から縄文時代（詳細時期不明）。出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は

総数より不明花粉を除く数を基数として百分率で算出した。なお、●○は 1％未満を示す。
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はともに林縁部の植生を反映していると考えられる

が、小泉遺跡は、当時の庄川扇状地に生育していた河

畔林の要素も反映しているとみられる。小泉遺跡の成

果によれば、縄文時代前期はハンノキ湿地林を主とす

る低地であったが、一時期クリ林が急速に分布拡大後

衰退し、その後再びハンノキ湿地林が優勢になったと

される。クリ林の増加は、人為的に森林を伐採して二

次林である雑木林を発達させ、木材や種実が有用なク

リを維持・管理していたのが原因とされる。その後遺

跡が廃絶したため、再びハンノキ湿地林に戻ったと推

測されている（安田，1982a）。

一方境野新扇状地の端にあたる南太閤山Ⅰ遺跡で

は、クリ、オニグルミ、カヤなど当時利用されていた

種実が多量に廃棄された遺構が検出されている（吉

井，1986）。これらの種類は花粉分析でも多く認めら

れ（パリノ・サーヴェイ株式会社，1986）、採取地と

加工・消費地が隣接していたことが伺われる（ただ

し、花粉分析を行った層位は縄文時代であることは確

かだが、遺物が検出されていないため遺構の時代と重

なるかどうかは不明）。

以上のことから、射水平野縁辺の林縁では、オニグ

ルミ、ナラ類、ブナ、ケヤキ、クリ、エノキ類、カエ

デ類、トチノキといった豊富な樹種構成からなる落葉

樹林が主で、カシ類などの常緑広葉樹を伴っていたと

考えられる。

植物利用の面からみると、オニグルミ、カヤ、クリ

は貯蔵が利き生食可能であるため、当時の植物質食糧

としては有用であったと思われる。いずれも自生する

ことから、採取によって利用された可能性も否定でき

ないが、青森県の三内丸山遺跡をはじめ（安田，

1995）、縄文時代にクリの栽培が行われていた事例が

各地で多く確認されている。このことから、射水平野

周辺においても、林縁部を中心に有用樹木の維持・管

理がなされていた可能性がある。



図 4　針原西遺跡の花粉化石群集の層位分布（パリノ・サーヴェイ株式会社，2004a）
各遺構の時代観は縄文時代中期頃。出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く

数を基数として百分率で算出した．なお、●○は１％未満、＋は木本花粉100個体未満の試料について検出した種類を示す。
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また古植生から推測すると、ナラ類やトチノキなど

の堅果実類も利用可能と思われるが、南太閤山遺跡で

廃棄された種実の中には見つかっていない。これらの

種実を利用するには「あく抜き」が必要で、特にトチ

ノキはアルカリ（木灰等）を利用した複雑な作業行程

となる。「あく抜き」技術は、道具の発達や種実の出

土状況から縄文時代中期から本格化したと考えられて

いることから（渡辺，1984）、当時ナラ類やトチノキ

の利用技術は未発達であったと考えられる。

なお、縄文時代前期の小竹貝塚でも、ハンノキ属が

多産する花粉分析結果が得られている（安田，

1982b）。しかし、遺跡付近でのボーリング試料のた

め、貝塚構成層と同時期であるという根拠に乏しい点

や、当時の水域環境が汽水域とされていることから

（藤井，1992）、遺跡周辺に森林が形成されていた可能

性は低い。このため、遺跡付近でのハンノキ湿地林の

存在は、貝塚形成期よりも後である可能性が高い。

（2）縄文時代中期

縄文時代中期は、海退が進むにつれて砂堤列が形成

される。砂堤上は離水している一方で、堤間は湿地化

し、泥炭層が発達する。また、低地内に河川が流入す

ることにより、河道、後背湿地、自然堤防などの地形

が形成する。この時期、射水平野には微高地上を中心

に人間の痕跡がみられるようになる。

針原西遺跡では、縄文時代中期の河道内から遺物や

貝塚が検出され、これに伴う分析が実施されている

（パリノ・サーヴェイ株式会社，2004a）。花粉化石や

種実遺体の分析結果をみると、ブナなど山地に安定し

た森林を構成する種類は少なく、ナラ類、クルミ属、

ハンノキ属、ニレ属－ケヤキ属、クマシデ属ーアサダ

属、ヤマグワ、カエデ属、トチノキ属、トネリコ属、

ニワトコ等、林縁部を中心に分布する広葉樹が多くを

占める。これらは射水丘陵との境界付近や、微高地な

どを中心に分布していたとみられ、遺跡の立地環境か

ら考えても調和的である。

一方、丘陵地上に立地する開ヶ丘狐谷遺跡（富山

市）では、遺構覆土から花粉化石が検出されており、

木本花粉を中心に、スギ属、コナラ属、ハンノキ属等

が多産する（藤根ほか，2004）。台地上の遺跡は、好

気的環境下におかれるため、花粉化石は残りにくい

が、今回の事例では、湧水などの影響により残りやす

かったものと思われる。また、境野新扇状地周辺の遺

跡から出土した炭化材（住居構築材など）の樹種構成

は、クリが大部分を占め、ナラ類、オニグルミ等を伴



図 5　上野Ａ遺跡の花粉化石群集の層位分布（パリノ・サーヴェイ株式会社，2003c）
出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を基数として百分率で算出した。

なお、●○は1％未満、＋は木本花粉100個体未満の試料について検出した種類を示す。
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う（藤根ほか，2004；植田，2003；パリノ・サーヴェ

イ株式会社，2002d，2003b，2004）。炭化材と花粉化

石の種類構成は大きく異なるが、住居構築材として有

用材を積極的に用いていることや、炭化材として残り

やすい材が選択的に残っていることを考慮すれば、矛

盾する結果ではない。また、スギは風媒花で花粉生産

量が膨大であること、クリは虫媒花のため花粉生産

量・飛散能力が小さいことも影響していると思われ

る。このため、実際の植生に比べてスギ花粉は多く、

クリ属花粉は少なく見えている可能性がある。これら

のことから、丘陵の縁辺には、スギ、ナラ類、クリな

どが生育していたと思われる。

ナラ類やクリは、里山林の構成要素であり、伐採、

粗朶や種実の収奪などによって維持管理される森林で

ある。縄文時代前期にはクリの栽培が示唆されてお

り、林縁部の古植生も里山林に近いことからすると、

里山林の成立は縄文時代前期にさかのぼる可能性があ

り、クリなどの有用な種類が維持・管理されていたと

推測される。しかしながら、開ヶ丘狐谷Ⅲ遺跡出土の

クリのDNA分析によれば、三内丸山遺跡などと比べ

て遺伝子情報のばらつきが大きいため、野生のものを

採取・利用した（佐藤・花森，2003）という見解もあ

る。一方、ハンノキ属やスギ属は低地や河畔に生育し

ていたと考えられる。小竹貝塚付近のボーリング試料

を対象とした成果では、ハンノキ属が多産する花粉分

析結果が得られているが（安田，1982b）、概ねこの時

期に相当するとみられる。

（3）縄文時代後期～弥生時代

縄文時代後期に入ると、海退がさらに進んで、現在

の海岸線よりも沖に砂丘が作られるようになる（藤

井，2000）。射水平野は砂堤によって閉塞されて潟湖

となり、各所で泥炭地が発達する。この海水準の低下

は「弥生の小海退」と呼ばれているもので、縄文時代

末～弥生時代に極大を迎える。魚津の埋没林は、この

ときの低地林が後の海進によって海面下に没したもの

であるが、富山湾にはこの時期に相当するいくつかの

埋没林が存在する。

小矢部川の低地と丘陵地との境界付近に立地する高

岡市（旧福岡町）上野A遺跡の分析成果によると、落

葉広葉樹を主とし、常緑広葉樹やスギを伴う豊富な樹

種構成であったと推測されている（パリノ・サーヴェ

イ株式会社，2003c）。このうち、ブナやナラ類、カシ

類が丘陵上に、ナラ類、クリ、トチノキ、カエデ、ク

ルミ属、ハンノキ属、クマシデ属等が林縁部の植生を

反映していると思われるが、このような景観は縄文時

代前期以降から大きく変化していない。

富山湾内の埋没林の樹種構成をみると、スギ、マ

ツ、クルミ、ハンノキ、クリ、ナラ類、カシ類、トチ

ノキ等が検出され（藤井・那須，1988）、これらは海

岸近くの微高地や扇状地面などに生育していたと考え



図 6　下村加茂遺跡の花粉化石群集の層位分布（パリノ・サーヴェイ株式会社，1999a）
時代観は弥生時代前後。出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を基数と

して百分率で算出した。なお、●○は1％未満を示す。

図 7　打出遺跡の花粉化石群集の層位分布（田中ほか，2007）
時代観は、縄文時代後晩期。出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を

基数として百分率で算出した。なお、●○は1％未満を示す。
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られる。射水平野中心部では、高岡市（旧福岡町）下

老子笹川遺跡（中村，2006a, b）、射水市（旧大門町）

布目沢東遺跡（パリノ・サーヴェイ株式会社，1991）、

富山市（旧下村）下村加茂遺跡（パリノ・サーヴェイ

株式会社，1999a, b；邑本，1999；塚本，1999；汐見・

岡田，1999；山崎　1999；吉井，1999）、打出遺跡（田

中ほか，2007）で古植生に関する調査が行われてい

る。いずれの地点もハンノキ属が多産することから、

堤間湿地や潟周辺はハンノキ湿地林であったと考えら

れる。



図 8　太閤山Ｉ遺跡Ａ地区の花粉化石群集の層位分布（パリノ・サーヴェイ株式会社，1985を修正）
出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を基数として百分率で算出した。

なお、●○は1％未満、＋は木本花粉100個体未満の試料について検出した種類を示す。
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常願寺川河口付近に位置する水橋荒町遺跡（パリ

ノ・サーヴェイ株式会社，2002c）では、スギの割合

がやや多いが、際だって多い種類が認められない。こ

れは常願寺川流域から花粉化石が集められ、集水域の

植生を漠然と表していることが考えられる。この中で

もスギ属の割合が高いことから、当時の周辺は「杉沢

の沢杉」にみられるようなスギ林が存在したと考えら

れる。さらに舟橋村浦田遺跡でも、弥生時代の腐植質

土からスギ属の花粉化石が多産し、スギ林が扇端部の

湧水地等にスギ林を作っていたことが推定されている

（パリノ・サーヴェイ株式会社，1988b）。

このように、縄文時代終末の射水平野付近の古植生

は、丘陵地にはブナやナラなどの安定した落葉樹林

が、林縁部や微高地上はスギ、クルミ、ハンノキ、ク

リ、ナラ類、カシ類、トチノキ等の落葉樹を主とする

豊富な樹種構成からなる森林が分布していたと考えら

れる。また低地においては、長期間冠水するような泥

炭地にはハンノキ林が、扇状地末端の湧水地など比較

的水はけの良い場所にはスギ林がそれぞれ分布してい

たと思われる。

植物利用の側面からみると、下老子笹川遺跡（中

村，2006a, b）では、クリ属が一時的に高率で検出さ

れる層位が存在し、縄文時代におけるクリ栽培が推定

されている。また、打出遺跡では、弥生時代後期以降

の堆積物からイネ属の植物珪酸体が検出されているほ

か、出土した炭化米の年代値が 2～ 3世紀を示すこと

から、弥生時代には打出遺跡周辺で稲作が行われてい

たと推定されている（パリノ・サーヴェイ株式会社，

2006）。

（4）古墳時代～古代

河川による埋積が進んで、潟湖が急速に縮小すると

ともに、海岸線も現在の状態に近くなっていく時期で

ある。

布目沢東遺跡の調査成果をみると、基本的には縄文

時代と同様な花粉組成であるが、縄文時代と比べイネ

科をはじめとする草本類の増加と、スギ属の増加が認

められる。この傾向は、南太閤山Ⅰ遺跡でも同様であ

る（パリノ・サーヴェイ株式会社，1985）。このう



図 9　栃谷南遺跡の花粉化石群集（パリノ・サーヴェイ株式会社，2002e）
時代観は古墳時代。出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を基数と

して百分率で算出した。なお、●○は1％未満、＋は木本花粉100個体未満の試料について検出した種類を示す。
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ち、草本類の増加は、栽培植物の種類数、出現率の増

加から、耕地の拡大による草地化に由来すると考えら

れる。また、ハンノキ属が減少することから、低地林

（ハンノキ属など）を切りひらいて耕地化していった

可能性がある。スギ属の増加は「弥生の小海退」に伴

う冷涼化や降水量の増加に伴うものと考えられ、本州

各地で類似の傾向が認められる。一方南太閤山Ⅰ遺跡

の種実遺体の結果は、林縁に生育する木本類が多く検

出され（吉井，1985）、里山林の様相を呈している。

丘陵地の植生に関する情報は、境野新扇状地の端に

あたる富山市の栃谷南遺跡で得られている。奈良時代

に相当する花粉分析の結果、マツ属、スギ属、ブナ

属、コナラ亜属などの花粉化石が検出されている（パ

リノ・サーヴェイ株式会社，2002e）。また窯跡の炭化

材同定では、クヌギ節、コナラ節、イヌシデ節、ク

リ、カエデ属など広葉樹が多い（パリノ・サーヴェイ

株式会社，2002 f）。花粉化石群集と樹種同定は種類構

成が異なるが、これは各化石の堆積物中での挙動（タ

フォノミー）の違いや、薪炭材に適した種類を選択的

に用いた等が理由と考えられる。窯跡の炭化材の種類

構成は、クリやコナラといった丘陵部に「里山林」を

構成するものやイヌシデ節やカエデ属、クヌギ節など

谷筋や低地との林縁に生育するものが存在することか

ら、遺跡周辺にはこれらが分布していたとみられる。

花粉化石で検出されたマツ属は、成長が早く痩地で

も育つことから、尾根筋など土地条件の悪い場所に生

育するほか、人為的に伐採された場所に先駆的に進入

して二次林を形成する。このことから伐採地などにマ

ツ属が生育していた可能性がある。一方スギ属は、こ

れまでも述べてきたように低地や谷筋を中心に生育し

ていたと考えられる。また、ブナ属は、人間の影響が

及びにくい山地の奥等に安定した森林を形成していた

と思われる。しかしながら、スギ属やマツ属は、とも

に風媒花で花粉生産量が多いことから、実際の植生の

中では少なかったと推測される。また、花粉分析結果

ではシダ類胞子の割合が高いが、シダ類胞子は針葉樹

花粉とともに風化に強いため、風化の影響によりこれ

らの割合が相対的に増加した可能性もある。以上のこ

とから、スギやマツが周辺の森林植生の中で多数を占

めていたかについては今のところ不明であり、今後の

情報蓄積によって、検討していきたい。

一方、常願寺川や神通川流域での情報は少ないが、

常願寺川扇状地上の上新保遺跡の畑跡とされる遺構か

らは、イネ属やオオムギ族の植物珪酸体が検出され、

イネやムギの栽培が行われていたことが示唆されてい

る（株式会社古環境研究所，2000）

（5）中世～近世

中世の森林植生は、湿地林の減少と草地の拡大、マ

ツ二次林の拡大が徐々に進行していったことが特徴で

ある。マツ二次林の増加は、地域によって異なる。丘

陵の縁辺部に立地する栃谷南遺跡では、古墳時代には

マツ属の増加の痕跡が確認されるものの（パリノ・

サーヴェイ株式会社，2002e, f）、丘陵縁辺部のHS－04

遺跡（パリノ・サーヴェイ株式会社，1999c）では中



図10　下村加茂遺跡の花粉化石群集の層位分布(パリノ・サーヴェイ株式会社，1999b)
出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く

数を基数として百分率で算出した。なお、●○は1％未満を示す。
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世の堆積物においてもマツ属が多少増加する程度であ

る。常願寺川水系の浦田遺跡では中世にはマツ属の花

粉化石が優勢であるが（パリノ・サーヴェイ株式会

社，2000b）、神通川水系の中名Ⅰ・Ⅴ遺跡、砂子田遺

跡等では中世では漸増する程度で、スギ属等が優勢で

ある（パリノ・サーヴェイ株式会社，2003a，2005b, c

など）。また、任海宮田遺跡の結果では、マツ属が優

勢な層準がみられ、近世以降と考えられている（パリ

ノ・サーヴェイ株式会社，1997，1998a）。このことか

ら、常願寺川や神通川などの扇状地上では、中世以降

マツ属が増加し、近世以降優勢になるが、中世の時点

ですでに優勢になっている場所も存在した可能性があ

る。一方下村加茂遺跡（パリノ・サーヴェイ株式会

社，1999b）では、中近世においてもハンノキ属が多

産することから、水はけが悪く、耕地などに利用され

にくい環境であったと思われる。中世以降、県内では

井戸等の遺構から多くの種実遺体が検出されている

が、栽培植物の種類数が多くなるのが特徴である。例

としてモモ、カキノキ、イネ、アワ－ヒエ、オオム

ギ、コムギ、アサ、マメ類、エゴマ、ナス科の一部、

メロン類等が検出されるが、これらはいずれも大陸か

ら渡来した栽培種とされており、これらが周辺で栽

培・利用されていたとみられる。
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